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標準小作料を改定しました

　　　　　　　　　会津坂下町農業委員会

限外pJil SI、♭声嚇ｎヰ､Jli､公い|よ-ｌｊｐｔｎ忠司。

貼|､怜いの自守どｈ乙茸讐委哨舎は、喋孝小作料を決めていＪ酉、

ｇ汗毎の改定か￥ホで4.

､:の標準小作料を参１に田の吠ｓ、祁作の条件などをａし手、借り手

双乃で話し合って、実際の小作料を決めて’ﾄきい。

　ただに掃・小作料に比較して苔しく高額の場合（概ね３劃哨し）は、

阿炉町『をオろごとびあります。

腫地の区分　標準lj岬町（10a溢リ）作物内訳

　　顎1地壇　２９．０００円

田の節男２地壇　２５，０００円　主たる作物　水稲

　　男３地域　２２，０００円

　謬f'･tt,r･転作を;[a1Jか金額です。

７一華小作詞は、映作者か水利腎(経常費･唯持管理員)を負担すること
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ほっとな話題
重要な話題・課題を紹介します
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まちの話題
みなさんの活躍を紹介します
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